
令和３年度 市民意識調査結果報告書（概要版） 
 

 
  市民の皆さんの暮らしの現状や、市政へのご意見を伺い、より良いまちづくりに反映さ

せるため、「市民意識調査」を実施しました。 
  調査結果は、「第２次恵那市総合計画」の推進や、今後のまちづくりの基礎データとし

て活用します。 
 
調査の概要 

1.調査の概要   市民意識調査は、市民の皆様が市の現状に対してどのように感じ評価

しているか、また、これからの市の発展方向をどのように認識している

かなどを把握し、より暮らしやすいまちづくりを進めるため、毎年継続

して実施しているものである。 

2.調査対象者  18 歳以上の市民から 2,500 人を無作為抽出 

3.調査方法   調査票を郵送にて配布、郵送または Web フォーム（Logo フォーム）に 

て回収。 

4.調査期間   令和３年８月 

5.回収結果   ・令和３年度 回収数 1,576 件（郵送 1,360 件、Web 216 件） 

回収率 63.0％（郵送 54.4％、Web 8.6％） 

         ・令和２年度 回収数 1,381 件 

                回収率 55.2％ 

         ・令和元年度 回収数 1,190 件 

                回収率 47.6％ 

 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ 恵那市の魅力や、将来について 
「あなたは、これからも今の場所に住み続けたいですか？」の問いに対し、「住み続けた

い」が 67.8％と最も高くなっています。年齢が高い世代ほど住み続けたいと考えている方

が多いようです。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

8.6% 8.9% 14.5% 17.7% 20.7% 20.6% 0.2% 8.8%

回答者の年代割合

30歳未満 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 無回答

67.8% 5.0% 9.0% 16.6% 1.6%

住み続けたい 市内へ引っ越したい 市外へ引っ越したい わからない 無回答

40.0% 61.4% 71.2% 81.1%

住み続けたいと回答した年代別

～29歳 30歳～49歳 50歳～69歳 70歳～



Ⅱ 身近な暮らしについて 
「普段の生活で、日用品の買い物環境について過去 1年間でどのように感じましたか」

の問いに対し、全ての年代において「普通」の割合が最も多く、次に 40 代までの方は

「快適である」と答えた割合が高く、50 歳以上では、「不便さを感じた」割合の方が

高くなりました。 

 
① 普段の生活で、日用品の買い物環境について「過去 1 年間」でどのように感じました

か？ 

 

 

 

 

 

② 災害時の緊急避難場所がどこか知っていますか？ 

【自宅での緊急避難場所】 

   

 

 

 

 

【通勤・通学先での緊急避難場所】 

 

 

 

 

 

Ⅲ 医療環境ついて 
 「今の恵那市の医療環境をどのように感じていますか」の問いに対し、全ての年代で「良

い・やや良い」より「悪い・やや悪い」と感じている市民の割合が高くなりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.8% 60.9% 19.2%

1.1%

1.0%快適である 普通 不便さを感じた わからない 無回答

6.5% 8.1% 49.2% 18.9% 9.1% 6.6%

1.5%

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い わからない 無回答

39.0% 28.0% 18.8% 14.2%

知っている 知らない 通勤・通学していない 無回答

87.7% 10.9%
1.5%

知っている 知らない 無回答



Ⅳ 子育て環境について 
「今の恵那市の子育て環境をどのように感じているか」の問いに対して、高校生未満を養

育している回答者の場合、「良い・やや良い」と答えた割合が「悪い・やや悪い」より高い

結果となりました。 
 
①  今の恵那市の子育て環境をどのように感じていますか？ 

【全体】 

 
              
② 【高校生未満を養育している回答者】 

  
 
 
 
 

③  現在のお子さんの人数、現実的に持ちたいお子さんの人数、理想的に持ちたいお子さん

の人数について、考えに近いものを選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
④  現在の子どもの数および現実的・理想的に持ちたい子ども数の平均 

 

 平均子ども人数（人） 

①現在のお子さんの人数 1.63(2.24) 

②現実的に持ちたいお子さんの人数 2.06(2.88) 

③理想的に持ちたいお子さんの人数 2.52(3.37) 

※無回答、無効回答は除く。 
※（）カッコ内は 20～44 歳の平均こども人数 
 
 

2.9% 10.2% 37.2% 11.5% 3.2% 31.0% 4.0%

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い わからない 無回答

4.8%

7.3%

18.8%

2.7%

5.3%

9.4%

20.8%

26.3%

28.3%

26.6%

18.9%

15.0%

6.9%

2.3%

2.2%

38.1%

39.8%

26.3%

理想的に持ちたいお子さん

の人数

現実的に持ちたいお子さん

の人数

現在のお子さんの人数

0人 1人 2人 3人 4人以上 無回答

4.6% 20.1% 48.4% 17.0% 3.9% 3.9%

2.1%

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い わからない 無回答



Ⅴ 環境問題について 
「家庭でのごみ減量に取り組んでいることがあるか」の問いに対し、全ての年代におい

て「資源の分別」と回答した割合が最も高くなりました。 

  

① 「脱炭素社会」を実現するために重要な取り組みは何だと思いますか？［複数回答］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  家庭でのごみ減量に取り組んでいる事がありますか？［複数回答］ 

 
Ⅵ 行政（市役所）について 
 「この 1 年間、市（行政）の窓口サービスについてどのように感じたか」の問いに対し、

どの年代においても「不満・やや不満」より「満足・やや満足」の割合が高くなりました。 
 

 この 1 年間、市（行政）の窓口サービスについてどのように感じましたか。 

 

 

 

 

 
 
 
※詳しくは、恵那市市民意識調査結果報告書【詳細版】をご覧ください。 

   問い合わせ先：恵那市役所まちづくり企画部企画課  
                            0573-26-2111（内線 346） 

3.5%

3.4%

23.9%

49.7%

30.4%

22.5%

22.4%

17.1%

60.5%

15.4%

25.7%

41.9%

特にない

その他

革新的な技術開発

太陽光、風力、水力など再生可能エネルギーの利用

電気自動車などの普及

省エネ住宅などの普及

エネルギーの地産地消

地球温暖化対策に取り組む団体等への支援

森林など自然環境の保全

電車やバスなどの公共交通機関の利用

学校などにおける環境学習の推進

照明、エアコン、家電製品などの電気消費量の削減

9.9% 13.3% 53.2% 5.5% 2.7% 12.5%

3.0%

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 利用していない 無回答

23.9%

11.4%

20.7%

69.4%

40.9%

45.6%

60.8%

22.6%

46.1%

51.9%

リサイクル・リユース品の使用

食用廃油の回収

使い捨てしない

資源の分別

買いすぎない

食品のたべきり

レジ袋を貰わない

生ごみの堆肥化

生ごみの水切り

雑がみの分別


